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「ワーケーション」 

～自然豊かな環境で、新しい「情報産業協会」をイメージする～ 

 

主 催： NPO法人静岡情報産業協会 人材育成教育研修部会 

目 的： 「ワーケーション」という新たな働き方を体験し、今後のワークスタイルの考え方の参考とする 

とともに、本協会のあり方について自由なディスカッションの機会を設け、今後の協会運営を

考えるきっかけ・スタートラインとすることを目的とする。 

 

日 程： 令和５年３月１３日（月）１３：００集合 ～ ３月１４日（火）１２：００ （１泊２日） 

開催地： マウントフジ里山バケーション（運営：一般社団法人エコロジック）  

住所 富士宮市狩宿 8-2    https://satoyama-vacation.com/ 

 

参加者: S.H SIIA人材育成教育研修部会 部会長 

N.M SIIA人材育成教育研修部会 副部会長 

K.U   SIIA理事・運営委員長 

H.S   SIIA人材育成教育研修部会 

Y.T   SIIA人材育成教育研修部会 

H.K   SIIA人材開拓推進部会 副部会長 

J.S SIIA会員 

T.S   SIIA事務局長 

 

プログラム： 

１． 初日：①施設の説明 ②各自の作業（13日：１３：００～１５：００） ③「ディスカッション」 

（１５:００～１７：００） ④夕食（バーベキュー） ⑤懇親会（BBQ に続いてテントハウスにて） 

⑥屋外２張のテントで就寝 

２． 二日目：①モーニングエコツアー（「白糸の滝」周囲を散策） ②朝食（ホットプレートで「ホッ

トサンド」づくりから始める ③各自作業（メンバー同士の「濃い」雑談） ④ミーテイング

（「エコロジック代表」新谷氏を囲んで、「ワーケーション」を語り合う） ⑤片付け後に閉会 

 

＊「ディスカッション」の内容については、別途報告を致します。 

創造性は人が集まる場で生まれてきます。 

日本人は里で暮らし、五感を使うことで、自然感や豊かな創造力を育んできました。 

環境を変えて仲間と暮らし、お互いをリスペクトし、刺激を受け合えば、発想力も豊かに育まれるはず。 

そこにこそイノベーションが生まれます。 

私たちは、エコツアーや仕事とリフレッシュを兼ねる新しいカタチのワーケーション、「和」ケーションを 

皆様に体感していただくため、当施設を貸切でご利用いただけるプランをご用意いたしました。 

     （「マウント里山バケーション」ウェブサイトより） 

https://satoyama-vacation.com/
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「ワーケーション」 

～自然豊かな環境で、新しい「情報産業協会」をイメージする～ 

 

 オープニングの冨士山 

                         You Tube ☞ https://www.youtube.com/watch?v=2Wvg33UsLUo  

 真正面に富士山を望むウッドデッキ 

 

https://www.youtube.com/watch?v=2Wvg33UsLUo
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初日午後のプログラム始まりました 

 

 
初日の午後 先ずは各自の「ワーク」から 

 
                                  15時から「ディスカッション」開始 

 

「どうする情産協」をテーマに熱いディスカッションが交わされる 

You Tube ☞ https://www.youtube.com/watch?v=akuBeLfofqM  

https://www.youtube.com/watch?v=akuBeLfofqM
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戦い済んで日が暮れて… 

  

夕暮れの冨士山が今日の終わりを告げる 

 ＢＢＱ始まる♪ 地元の食材が揃っています💛 

参加者自ら調理～奥の部屋でワイガヤ♪    
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Morning Ecotour 

～ 「白糸の滝」散策 ～ 
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Breakfast🍴 

 朝食準備開始 

          You Tube ☞ https://www.youtube.com/watch?v=i8_5WzZ4ucs  

 「ホットサンドウィッチ」づくり・・・ 

 

 ウッドデッキで朝食（残念ながら富士山は見えない） 

https://www.youtube.com/watch?v=i8_5WzZ4ucs
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Morning Meeting 

  

雲の向こうで隠れて富士山も参加？    

 新谷雅徳代表理事と著書「ワーケーションのはじめかた」 

 

エコロジックの新谷代表と「ワーケーション」を語る 

（後列は、グランピング施設マネージャー和久井さん） 

 


